
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境経営レポート 

（令和 4 年度：令和 3 年 11 月～令和 4 年 10 月） 

奥山スポーツ土木株式会社 

令和 5 年 1 月 31 日発行 
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1． 会社概要 

 

1） 事業者名及び代表者名 

奥山スポーツ土木株式会社 

代表取締役 奥山勝大 

 

2） 所在地 

東京都武蔵野市境 2-8-4 

 

3） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

責任者 奥山勝大 

担当者 堀 江哉 

連絡先 0422-52-1313  FAX 0422-52-1314 

 

4） 事業内容 

① 運動場施設の設計施工 

② 一般土木の設計施工 

③ 造園業の設計施工 

 

5）事業規模 

        （2020 年度）  （2021 年度）   （2022 年度） 

  売上     296 百万円    213 百万円    179 百万円 

 従業員      8 名       8 名       7 名 

 

6） 沿革 

昭和 22 年 4 月   創業 

昭和 39 年 6 月   奥山土木株式会社  設立 

昭和 55 年 7 月   奥山スポーツ土木株式会社  社名変更 

 

7）  エコアクション 21 の取組全体図 

 

 

 

 

  

 

 

 

代表取締役 奥山 勝大 

管理責任者 堀 江哉 

総務 鈴木 久美子 工事 堀 江哉 

営業 緒方 良 
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2. 環境経営方針 

 

社長は、環境経営に関する方針を定め、取り組みを明示し周知することに対して下記のとお

り守ります。 

1） 環境方針において法的要求事項を満たすことが、如何に重要であるか組織内に社内ミー

ティングを通じて周知する。法的要求事項を遵守します。 

2）環境方針や目標を下記の通り明示し周知する。 

 

企業理念 

 

スポーツ施設建設の技術を通じてお客様の満足を高め、更なる技術の向上を追求し永続的

な発展を目指す。 

 

環境方針  

 

1. EA21 に積極的に参加し、これを運用し維持する。 

2. 技術と環境を重視し、お客様に良い品質と信頼性を提供する。 

3. 社内教育を実施、啓発し一社会人として環境の保全意識の向上を図る。 

 

平成 20 年 1 月 10 日 

東 京 都 武 蔵 野 市 境 2 - 8 - 4 

奥山スポーツ土木株式会社 

代 表 取 締 役  奥 山 勝 大 

 

 

 

3．令和 4 年度環境経営目標（令和 4～6 年度の中期環境経営目標） 

 

1）二酸化炭素排出量（自動車を含む）を年間 0.5％削減（従業員あたり） 

2）紙使用量 前年度維持（従業員あたり） 

3）産業廃棄物再資源化率を 85％以上に維持する。 

4）水使用量削減 前年度程度  

5）工事成績評価 75 点以上 

6）グリーン購入 

※化学物質は、PRTR 法等の該当物質の使用がないため、目標を設定しない。 
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4．環境負荷の状況 
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5. 環境行動計画と実施状況・評価・次年度の取組（計画） 

 

                       2022 年度        2023 年度 

 

推進項目 推進内容 実施部門 11 月～10 月 

評価 

（三段階

〇△□） 

次年度取組 

1 CO2 0.5％

削減 

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ抑

制、OA 機器

節約 

総務課 

工事部 

 

毎月社内ミーティ

ングによる状況報

告と指示、改善 

 

 

 

 

 

 〇   継続 

2 紙 

1％削減 

裏紙使用 総務課 

 〇   継続 

3 産業廃棄物

の削減を年

間 1％の削

減 

分別の推進。

リサイクルの

推進 

工事部 

 〇   継続 

4 産業廃棄物

再資源化を

85％以上に

維持する。 

分別の推進及

び徹底。 

工事部 

 △   
計画時の検

討 

5 水使用量削

減前年度程

度 

節水の徹底 総務課 

 〇   継続 

6 工事成績評

価 75 点以上 

騒音、振動、

粉じん等の対

策の徹底 

工事部 

 〇   継続 

7 グリーン購

入 

不溶土使用を

顧客に提案 

工事部 

 〇   

継続 
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6．環境目標の達成状況と評価 

 

（1）二酸化炭素排出総量は前年比 18％の減となった。そのうち電気は、前年比 3％の減と

なった。 

（2）紙使用量は前年比 82％の増であった。 

（3）2021 年度再資源化率は 56％と、大幅に下回った。ガラス陶器くずの品目処分の方法・

処分先の検討を行う。 

（4）水は使用が横ばいであった。啓蒙活動して引き続き努力する。 

（5）工事完了後全員で社内三^ティングを行い評点の結果について討論している。工事の

品質精度や環境への配慮に気を配る資質が出てきている。顧客である地方自治体は、環

境の配慮が工事評価点の大きな要因である。点数アップに社内検査、騒音・振動等の対

策を徹底する。 

（6）2023 年度は再生土量の需要は多く販売促進に力を注ぎたい。グリーン購入が促進され

ている。引き続き努力したい。 

 

 

 

7. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

環境関連法規の遵守に関しては、下記評価のとおりでした。 

環境関連法規の違反については関係機関等の指導等は無く訴訟等も有りませんでした。 

 

振動規制法・・・・違反なし（特定建設作業において） 

騒音規制法・・・・違反なし（特定建設作業において） 

東京都環境確保条例  環境目標（1）（2）（3）・・・・違反なし 

（抜粋 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ・自動車公害対策・土壌及び地下水の保全対策） 

建設リサイクル法・・・・違反なし 

武蔵野市環境条例  環境目標（1）～（5）・・・・ 違反なし 

廃棄物処理法    環境目標（3）（4）・・・・・・違反なし  
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8．代表者による全体の評価と見直し 

 

   本年度には、コロナがⅡ類からⅤ類に 5 月より変わると政府から発表があった。 

  経済が活性されることを望む。 

  ウクライナ侵攻は、環境活動、経営に不安要素である。経済が伴わなければ環境活動も 

  おろそかになってしまう。世界情勢を注視している。 

  さて、我が社の課題は、毎年同様である。新人社員の安定した雇用とそれに見合う教育 

  とスキル向上である。特に新人教育には抜かりないように配慮したい。お客様からの 

  信用を大切に高い信頼と技術力を継承し続けてゆく。 

工事評価成績評価点が 75 点に達するように、工事完了後の社内検査、近隣住民のケア

（工事の騒音・振動・防じんクレーム予防）、クレーム事後処理を強化したい。 

クレーム処理の本筋は適切な初期対応にある。お客様、近隣者の気持ちを優先してケア

出きるように社員教育をしていきたい。 

 

毎月一回の社内ミーティングでは、各社員の環境に対する配慮度をチェックしている。 

常に見られているという意識を持たせ品質の高い工事を目指すようすすめている。 

再資源化率の目標については、毎年ほぼ達成されている。 

しかし、二酸化炭素排出量を減らす努力は、わが社にとって限界を感じる。 

これに代わる「環境配慮」例えば、お客様に対して環境にやさしいカーボンオフセット

活動がニュークレイを活用したグラウンド工法として積極的に勧めていき、さらには

この工法が社会に利益をもたらすことであれば弊社としても喜ばしいと考える。更に

努力したい。 

 

以上 


